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新温泉町広報
－平成25年3月号－

vol.90

3 月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐

　２月３日、県立但馬牧場公園で「第 18 回雪像コンテスト」が開催され、地元や遠くは姫路市
などから 13 組 64 名が参加し、２時間の制限時間で動物などの雪像づくりを楽しみました。
　会場には、園内に降り積もった雪による 1.5 ｍ四方の雪の塊が用意されており、参加者はスコッ
プや移植ごてなどで削ったり、雪を積み上げたりして形を整えて作品を仕上げました。この日
は天気がよく、気温も比較的高かったこともあり、途中で雪像が崩れて修復に追われるグルー
プもありました。地元から参加した男性は「ざらめ雪で崩れやすかったが思ったより上手にで
きた」と満足そうに話していました。



2広報しんおんせん（3月号）

H25（2013）.3.14

町政のうごきから

浜
坂
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

  
太
陽
光
パ
ネ
ル
（
発
電
設
備
）
を
設
置

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
よ
り
、
災
害
に
強
い
自
立
し
た
町
づ
く
り

と
、
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
環
境
に
優
し
い
町
づ
く
り
・
環
境
改
善
の
意
識
醸

成
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
進
め
て
い
た
、「
浜
坂
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
太
陽
光

発
電
設
備
設
置
工
事
」
が
２
月
27
日
に
完
成
し
、
発
電
を
開
始
し
ま
し
た
。

太
陽
を
生
か
す
取
組

　

本
町
で
は
平
成
24
年
３
月
に
策
定
し

た
「
新
温
泉
町
エ
コ
・
コ
ン
パ
ク
ト
タ

ウ
ン
構
想
」
に
基
づ
き
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
地
域
の
活
性
化

と
環
境
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
1
つ

で
あ
る
太
陽
を
生
か
す
取
組
と
し
て
、

昨
年
５
月
に
は
「
住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
」
の
受
付
を
開
始

し
、
23
件
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
こ
の
構
想
に
基
づ
く
町

有
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入

第
１
号
と
し
て
、
浜
坂
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
屋
根
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
66
枚

（
最
大
出
力
15
ｋ
Ｗ
）
を
設
置
し
ま
し

た
。
発
電
さ
れ
た
電
力
は
浜
坂
中
学
校

と
同
セ
ン
タ
ー
の
電
力
に
供
給
さ
れ
て

い
ま
す
。
休
日
等
、
施
設
の
電
力
使
用

が
な
い
と
き
は
、蓄
電
池
（
20
ｋ
Ｗ
ｈ
）

に
蓄
電
さ
れ
ま
す
。
蓄
電
を
超
え
る
余

剰
電
力
は
関
西
電
力
に
売
電
さ
れ
、
経

費
の
節
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

環
境
学
習
へ
の
取
組

　

生
徒
が
環
境
に
つ
い
て
考
え
、
日
ご

ろ
か
ら
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
関
心
を
持
つ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
発
電
デ
ー
タ
の

計
測
装
置
と
発
電
量
や
Ｃ
Ｏ
２
削
減
効

果
な
ど
様
々
な
デ
ー
タ
が
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
表
示
で
き
る
液
晶
モ
ニ
タ
を
同
セ

ン
タ
ー
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に
設
置
し
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
機
材
を
活
用
し

て
、
環
境
学
習
の
取
組
を
進
め
て
い
き

ま
す
。防

災
拠
点
施
設
と
し
て

　

蓄
電
池
に
蓄
積
さ
れ
た
電
力
は
、
停

電
や
災
害
な
ど
の
際
に
、
非
常
用
電
力

▼
問
合
せ　

学
校
教
育
課

　

℡
82
‐
５
６
２
７

蓄電池 液晶モニタ

ま
す
。）

と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　

避
難
者
の
支
援
拠
点
、
防
災
指
令
の

二
次
的
拠
点
施
設
と
す
る
た
め
、
ラ
ン

チ
ル
ー
ム
の
一
部
電
源
、
炊
き
出
し
用

調
理
器
の
最
低
限
の
稼
働
電
力
と
し
て

同
セ
ン
タ
ー
の
電
源
を
確
保
し
、
防
災

拠
点
と
し
て
の
機
能
保
全
を
図
り
ま

す
。（
非
常
用
電
源
と
し
て
こ
れ
ら
の

機
器
等
を
フ
ル
稼
働
し
た
場
合
、
約
２

時
間
30
分
の
電
気
を
賄
う
こ
と
が
で
き
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H25（2013）.3.14

町政のうごきから

平成25年４月１日から

役場の組織・機構の一部が変更になります

◆変更点①　「課・室・係の名称」を変更します

◆変更点②　「業務の担当窓口」を変更します

　 町では、「第２次新温泉町行財政改革大綱」に基づき、限られた財
源と人材をより効率的に活用して住民ニーズに応えるとともに、質の
高い行政サービスを提供するため、組織・機構の一部を次のとおり見
直し、４月１日から、新たな体制で業務を行うことにしています。
　 業務の担当窓口や課 ・係等の名称が変更になり、しばらくの間は、
皆さまにご不便をおかけすることもあるかと思いますが、ご理解とご
協力をお願いします。　　　◆問合せ　総務課　財政係　℡ 82-3111

※下線部分が、変更となる箇所です。

※温泉総合支所における上記業務の担当窓口は、変更ありません。

３月 31 日までの名称 変更の内容 ４月１日からの名称
企画課

（ケーブルテレビ事業室）
室の名称変更

⇒
温泉総合支所　地域振興課

（振興係・住民係・ケーブルテレビ係）
町民課

（戸籍住民係・環境防災係）
係の名称変更

⇒
町民課

（戸籍年金係・環境防災係）
健康課

（健康推進係・福祉医療係・国保年金係）
課・係の再編と

名称変更

⇒

健康福祉課
（健康推進係・国保医療係・福祉係・
  介護保険係）福祉課

（福祉係・介護保険係・こども未来係）
学校教育課

（教育総務係・学校教育係）
課・係の名称変更

⇒
こども教育課

（教育総務係・こども育成係）
社会教育課

（社会教育係・スポーツ推進係）
課の名称変更

⇒
生涯教育課

（社会教育係・スポーツ推進係）

業務の内容 ３月 31 日までの担当窓口 ４月１日からの担当窓口

人権啓発業務
総務課　人権推進室

（文化会館　℡ 82-3328）
生涯教育課　人権推進室

（文化会館　℡＊変更なし）

ケーブルテレビ業務
企画課　ケーブルテレビ事業室

（町民センター　℡ 99-2080）
温泉総合支所　地域振興課　ケーブルテレビ係

（町民センター　℡＊変更なし）

国民健康保険業務
健康課　国保年金係

（役場本庁１階　℡ 82-5622）

健康福祉課　国保医療係
（役場本庁１階　℡ 82-5620）

年金業務
町民課　戸籍年金係

（役場本庁１階　℡ 82-5621）

児童手当等業務
福祉課　こども未来係

（役場本庁１階　℡ 82-5620）

健康福祉課　福祉係
（役場本庁１階　℡ 82-5620）

保育所業務
子育て支援業務

こども教育課　こども育成係
（役場本庁２階　℡ 82-5627）

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒
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町政のうごきから
第
18
回
「
前
田
純
孝
賞
」
学
生
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　 

入
賞
作
品
決
定

 

前 

田 

純 

孝
（
翠
渓
）

　
（
１
８
８
０
～
１
９
１
１
）

　

前
田
純
孝
は
諸
寄
生
ま
れ
。
東
京
高
等
師

範
学
校
時
代
、
機
関
誌
「
明
星
」
に
作
品
を

発
表
し
、
与
謝
野
鉄
幹
や
晶
子
ら
と
共
に
活

動
。
生
涯
二
千
首
に
も
及
ぶ
短
歌
を
遺
し
、「
東

の
啄
木
、西
の
翠
渓
」
と
並
び
称
さ
れ
て
い
る
。

詩
や
童
謡
の
作
詞
、
作
曲
な
ど
も
手
が
け
た
。

　

次
代
を
担
う
若
者
に
、
郷
土
の
生
ん
だ
歌
人
、
前
田
純
孝
を
広
く
知
っ
て
い
た

だ
き
、短
歌
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、「
前
田
純
孝
賞
」学
生
短
歌
コ
ン
ク
ー

ル
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

18
回
目
の
今
回
は
、
全
国
各
地
か
ら
４
，
６
４
８
首
（
中
高
校
生
の
部
４
，

０
２
１
首
、
大
学
生
の
部
６
２
７
首
）
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
前
田
純
孝
と
ゆ

か
り
の
あ
る
佐
佐
木
幸
綱
先
生（「
心
の
花
」主
宰
・
編
集
長
）が
最
終
選
考
を
行
い
、

入
賞
作
品
84
点
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
の
う
ち
、前
田
純
孝
賞
と
町
内
入
賞
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

前
田
純
孝
賞
入
賞
作
品
展

▼
と
き

　

3
月
９
日（
土
）～
4
月
17
日（
水
）

　

午
前
９
時
～
午
後
5
時

　

※
毎
週
木
曜
日
休
館

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

▼
内
容　

入
賞
作
品
を
本
人
の
手
で

表
現
し
た
も
の
を
展
示
し
ま
す
。

毛
筆
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
あ
り
、
思

い
思
い
の
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

◆
前
田
純
孝
賞

　

考
え
る
事
を
壊
し
て
君
想
う
俺
の
頭
に
ゴ
ジ
ラ
が
住
ん
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兵
庫
県
立
神
崎
高
等
学
校
　
　
　
海

金

寛

喜

　
　
（
選
評
）
自
分
で
自
分
の
思
考
回
路
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
っ
た
、
そ
ん
な
恋
す
る
若
者
の
心
情
を
、
率

直
に
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
う
た
っ
て
楽
し
い
作
に
仕
上
げ
た
。
め
そ
め
そ
し
な
い
明
る
い
現
代
の
相
聞
歌
。

　

一
面
に
咲
け
ば
心
も
軽
く
な
る
コ
ス
モ
ス
の
花
の
風
は
や
さ
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
崎
県
立
諫
早
農
業
高
等
学
校
　
丸
田
亜
衣
菜

　
　
（
選
評
）
人
間
と
植
物
の
心
の
交
流
を
う
た
っ
た
一
首
。
コ
ス
モ
ス
も
ヒ
ト
も
同
じ
よ
う
に
、
そ
の
時
、
其そ

処こ

に

吹
い
た
風
を
「
や
さ
し
い
」
と
感
じ
た
の
だ
。
植
物
の
心
を
理
解
す
る
感
覚
の
す
ば
ら
し
さ
。

　

様
々
な
鍋
を
囲
ん
だ
方
言
も
聞
き
納
め
な
り
故
郷(

く
に
）
へ
帰
る
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

滋
賀
医
科
大
学
　
　
　
　
　
　
　
犬

飼

公

一

　
　
（
選
評
）
卒
業
し
て
実
家
の
あ
る
故
郷
で
就
職
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
何
年
か
の
大
学
生
活
、
楽
し
か
っ
た
学
友
と
の

つ
き
あ
い
を
感
慨
を
も
っ
て
ふ
り
返
る
。
「
鍋
を
囲
ん
だ
方
言
」
が
気
を
許
し
た
仲
間
を
表
現
し
て
、的
確
。

◆
準
前
田
純
孝
賞

　

髪
切
っ
て
ド
ア
を
開
け
た
ら
揺
れ
る
髪
深
呼
吸
し
て
一
歩
踏
み
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
坂
高
等
学
校
　
七
理
ゆ
う
か

◆
新
温
泉
町
長
賞

　

湯
け
む
り
が
雲
の
よ
う
に
立
ち
こ
め
る
冬
を
迎
え
た
湯
村
温
泉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
坂
高
等
学
校
　
坂

本

　

光

◆
新
温
泉
町
教
育
長
賞

　

小
手
面
胴
体
育
館
中
響
い
て
る
真
っ
赤
な
声
が
勝
ち
を
も
た
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
坂
中
学
校
　
　
山

本

菜

三

　

一
球
で
試
合
が
決
ま
る
怖
さ
知
る
こ
の
失
敗
を
夏
へ
つ
な
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夢
が
丘
中
学
校
　
杉

山

駿

一

◆
佳
作

　

後
輩
を
応
援
す
る
の
は
辛
い
け
ど
チ
ー
ム
の
た
め
に
声
は
り
上
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夢
が
丘
中
学
校
　
朝

野

恵

輔

　

風
邪
を
引
き
父
に
電
話
で
伝
え
る
と
何
か
食
う
か
と
父
の
優
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
坂
高
等
学
校
　
山

岸

葉

月

　

ふ
と
見
る
と
突
然
目
が
合
う
３
秒
間
な
ん
だ
か
ほ
っ
ぺ
が
熱
く
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
坂
高
等
学
校
　
川
越
奈
央
子

　

い
ま
ま
で
の
自
分
の
記
録
こ
え
た
く
て
ふ
る
え
た
か
ら
だ
最
後
の
試
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
坂
高
等
学
校
　
谷

口

詠

美

　

部
屋
の
中
増
え
て
く
短
大
案
内
悩
む
自
分
時
間
だ
け
が
減
り
続
け
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
坂
高
等
学
校
　
岩
垣
ゆ
う
子

◆
学
校
賞　

浜
坂
高
等
学
校

※全入賞作品は町ホームページでご覧いただけます。http://www.town.shinonsen.hyogo.jp/
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広報しんおんせん（3月号）

町政のうごきから
　

21
世
紀
は
人
権
の
世
紀
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
町
で
は
、
お
互
い
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
誇
り
が
持
て
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
、人
権
啓
発
推
進
条
例
を
制
定
し
、

人
権
啓
発
方
針
に
沿
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
課
題
の
解
消
に
向
け
た
人
権
教
育
と

啓
発
活
動
を
推
進
し
、
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
た
地
域
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
身
近
な
地
域
、
団
体
、
職
場
等
で
、
ぜ
ひ
人
権
学
習
の
機
会
を
設
け

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
各
種
ビ
デ
オ
の
上
映
、
講
師
・
助
言
者
の
派
遣
、
ビ
デ
オ
の
貸
出
等
（
無
料
）

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

▼
問
合
せ　

文
化
会
館　

℡
82
‐
３
３
２
８

人
権
学
習
に
参
加
し
た
こ
と

の
な
い
人
が
５
割
以
上

　

下
の
表
は
、
平
成
21
年
1
月
に
実
施

し
た
「
新
温
泉
町
民
の
人
権
に
関
す
る

意
識
調
査
」
の
回
答
結
果
で
す
。

  

人
権
学
習
会
・
研
修
会
・
講
座
等
の

参
加
状
況
に
関
す
る
質
問
に
つ
い
て
、

「
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
」
と
回
答
し

た
人
は
、
男
性
が
52
・
8
％
、
女
性
が

52
・
5
％
、
全
体
で
52
・
4
％
と
な
っ

て
お
り
、
５
割
以
上
の
人
が
一
度
も
参

加
し
た
こ
と
が
な
い
と
回
答
し
て
い
ま

す
。

若
い
世
代
ほ
ど
参
加
し
た
こ

と
が
な
い
傾
向
に

　

ま
た
、
若
い
年
代
に
な
る
ほ
ど
参
加

率
が
低
く
、「
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
」

の
回
答
が
一
番
多
か
っ
た
年
代
は
20
代

で
、
82
・
8
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
続

い
て
30
代
が
64
・
2
％
、
40
代
が
51
・

4
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

学
習
に
よ
り
人
権
感
覚
を

　

人
間
は
一
度
学
ん
だ
こ
と
で
も
忘
れ

て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
地
域
や
職
場
、

み
ん
な
で
人
権
に
つ
い
て
考
え
、
改
め

て
自
分
自
身
を
点
検
し
て
み
る
機
会
が

必
要
で
す
。

　

身
近
な
生
活
の
場
に
お
い
て
学
習
会

に
参
加
す
る
こ
と
は
、
み
ん
な
が
住
み

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
第
一
歩
で

す
。
ぜ
ひ
、
人
権
学
習
に
参
加
し
て
、

思
い
や
り
の
心
を
持
っ
た
人
権
感
覚
を

身
に
つ
け
、「
人
権
文
化
の
息
づ
く
ま

ち
」
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
ろ
豊
か
な
人
づ
く
り

身
近
な
と
こ
ろ
で
人
権
学
習
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

人
権
文
化
の
息
づ
く
ま
ち
を
め
ざ
し
て

問）あなたは、近年同和問題をはじめとする人権についての学習会、研修会、
講座等に参加されたことがありますか。１つに○印をつけてください。

（回収人数 693 人＝男 308 人、女 385 人）
項　　　目 合計（％） 男性（％） 女性（％）

（１）よく参加している 3.6 4.6 2.9
（２）できるだけ参加している 12.0 13.1 10.7
（３）時々参加している 29.0 28.2 29.6
（４）参加したことがない 52.4 52.8 52.5

無　回　答 3.0 1.3 4.3

新温泉町民の人権に関するアンケート結果から（平成21年1月実施）

2.3  1.9  2.8  6.6  2.9  4.7  3.6  2.3  6.6  7.3  
16.4  16.5  17.2  

12.0  11.5  

25.5  

37.6  
30.3  34.5  

29.7  29.0  

82.8  

64.2  

51.4  
45.1  41.7  41.4  

52.4  

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

20代 30代 40代 50代 60代 70代 全体 

（％） (1)よく参加している 

(2)できるだけ参加している 

(3)時々参加している 

(4)参加したことがない 

＜年代別の参加状況＞
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町政のうごきから

　平成 24 年 10 月１日から、本町のごみの分別区分が 13 分別から 15 分別に変わりました。こ
の間の住民の皆さんの熱心な取組によって、分別の促進によるごみの減量化が図られています。
　今回は分別区分が変更された 10 月以降のごみの実績についてお知らせします。

　本年度１月末現在のごみの総量は、平成 23 年度の同期と比較すると、△ 109.79 ｔ、割合で
97.6% と減少しています。その中で、特に分別区分の変更となった 10 月以降に大きく減少してい
ます。

　本年度１月末現在の燃えるごみの量は、平成 23 年度の同期と比較すると、△ 146.92 ｔ、割合
で 96.3% と減少しています。その中で、近年増加傾向にあった一般持込みが△ 88.12 ｔ、割合で
92.6% と減少しています。

　10 月から開始したプラスチック製容器包装（プラ製容
器包装）の１月末時点での状況は増加傾向にあり、分別が
定着してきています。

  住みよい生活環境をめざして №６

みんなで考えようゴミのこと

ごみ量の推移　＞＞＞  10 月以降大きく減少しています！

燃えるごみ量の推移　＞＞＞  燃えるごみは更に減少しています！

プラ製容器包装の推移　＞＞＞  分別が進んでいます！

平成23年度（t） 平成24年度（t） 比較

計画収集 一般持込 合計 計画収集 一般持込 合計 量（t） 割合（％）

  ４月～９月 1,927.26 834.96 2,762.22 1,949.96 794.47 2,744.43 △   17.79 99.4%

10 月～１月 1,259.83 482.84 1,742.67 1,202.06 448.61 1,650.67 △   92.00 94.7%

合　計 3,187.09 1,317.80 4,504.89 3,152.02 1,243.08 4,395.10 △ 109.79 97.6%

平成23年度（t） 平成24年度（t） 比較

計画収集 一般持込 合計 計画収集 一般持込 合計 量（t） 割合（％）

４月～９月 1,680.16 748.16 2,428.32 1,699.92 696.62 2,396.54 △   31.78 98.7%

10 月～１月 1,124.92 440.68 1,565.60 1,046.36 404.10 1,450.46 △ 115.14 92.6%

合　計 2,805.08 1,188.84 3,993.92 2,746.28 1,100.72 3,847.00 △ 146.92 96.3%

計画収集（t） 一般持込（t） 合計（t）
10 月 2.42 0.00 2.42
11 月 5.36 0.00 5.36
12 月 6.00 0.04 6.04
１ 月 7.44 0.04 7.48

合　計 21.22 0.08 21.30 2.42 

5.36 
6.04 

7.48 

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

10月 11月 12月 1月 

（ｔ） 
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町政のうごきから

み
な
さ
ん
の
ご
み
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す

町
で
は
次
の
取
組
を
進
め
ま
す

プ
ラ
製
容
器
包
装
の
一
層
の
分
別
を
お
願
い
し
ま
す

　

収
集
さ
れ
た
プ
ラ
製
容
器
包
装
は
、

新
た
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
製
造
の
た

め
の
原
料
に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
め
に
は
、
プ

ラ
製
容
器
包
装
に
混
入
す
る
不
適
物

（
洗
っ
て
い
な
い
も
の
や
、
プ
ラ
製
容

器
包
装
以
外
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
）
を

取
り
除
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、

本
町
に
は
こ
れ
ら
を
取
り
除
く
施
設
が

な
い
た
め
、
分
別
収
集
し
た
プ
ラ
製
容

　

燃
え
る
ご
み
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
製

容
器
包
装
の
分
別
に
よ
り
３
か
月
で

21
・
30
ｔ
／
年
の
減
量
化
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
重
量
換
算
で
は
燃
え
る
ご

み
の
０
・
５
％
と
小
さ
い
も
の
で
す
が
、

容
積
で
は
大
き
な
割
合
を
占
め
て
お

り
、
各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
燃
え
る

ご
み
が
少
な
く
な
っ
た
と
い
う
ご
意
見

を
た
く
さ
ん
頂
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、分
別
区
分
の
変
更
に
よ
っ
て
、

住
民
・
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
ご
み
に
対

す
る
取
組
の
意
識
が
さ
ら
に
高
ま
り
、

ご
み
の
減
量
化
推
進
の
契
機
に
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

器
包
装
は
処
理
業
者
に
委
託
し
、
固
形

化
燃
料
に
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
。

　

近
い
将
来
、
本
町
も
プ
ラ
製
容
器
の

処
理
施
設
を
整
備
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
の
原
料
に
す
る
環
境
を
整
え
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
、
住

民
の
皆
さ
ん
の
プ
ラ
製
容
器
包
装
の
分

別
の
徹
底
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

住
民
・
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
、
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
に
向
け

て
次
の
と
お
り
取
り
組
み
ま
す
。

　

1
各
地
区
の
ご
み
当
番
と
連
携
し
、一
般
家
庭
の
分
別
を
更
に
進
め
る
と
と
も
に
、

ご
み
辞
典
を
改
定
し
、
分
別
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

　

2
新
温
泉
町
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
等
へ
直
接
持
ち
込
む
一
般
持
込
み
ご
み
に
つ
い

て
、
搬
入
物
の
調
査
を
定
期
的
に
行
い
分
別
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
処
理
困

難
物
の
持
込
み
を
く
い
止
め
る
よ
う
に
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

町
民
課　

環
境
防
災
係　

℡
82
‐
５
６
２
１

「PM2.5（ピーエム 2.5）」について
●「PM2.5」とは？　最近、よく耳にする「PM2.5」とは、大気

中に漂う粒径 2.5㎛（ﾏｲｸﾛﾒｰﾄﾙ。1㎛ =0.001mm）以下の小さ
な粒子のことで、従来からの環境基準である粒径 10㎛以下の
浮遊粒子状物質（SPM）よりも小さな粒子です（髪の毛の太さ
の 1/30 ～ 1/40、スギ花粉の 1/12 ～ 1/13 程度で非常に細か
な粒子です）。

●暫定指針　PM2.5 は粒径が非常に小さいことから、肺の奥深
くまで入りやすく人体への影響が懸念されています。環境省の
専門家会合は、濃度が環境基準値の１日平均１㎥あたり 35㎍（ﾏ
ｲｸﾛｸﾞﾗﾑ）の 2 倍の 70㎍を超えると予測される日は、外出や屋
内の換気を控えるよう呼び掛ける暫定指針をまとめました。

　　この状況を踏まえ、本町では情報収集を行うとともに、状況
に変化があった場合、住民の皆さんに情報をお伝えすることと
しています。

●観測点は？　但馬地方の「PM2.5」の濃度が測定できる観測点
は、豊岡市１箇所で、このデータは、町ホームページまたは環
境省大気汚染物質広域監視システム「そらまめ君」のホームペー
ジ（http://soramame.taiki.go.jp/）で閲覧できます。

―問合せ―　町民課　環境防災係　℡ 82-5621

ビデオテープ（プラ製容器以外の
プラスチック）が混入している例

リサイクルされた固形化燃料（ＲＰＦ）
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津波警報が変わりました
気象庁が発表する津波警報や津波情報の内容が、３月７日から変わりました

●問合せ　神戸海洋気象台  業務課
　　　　　℡（078）222-8907

津波警報・注意報の分類と、とるべき行動
予想される津波の高さ

とるべき行動数値での発表
（発表基準）

巨大地震の
場合の表現

大 津 波 警 報

10 ｍ超
（10 ｍ＜高さ）

巨大

沿岸部や川沿いにいる人は、ただちに高台や避難ビ
ルなど安全な場所へ避難してください。津波は繰り
返し襲ってくるので、津波警報が解除されるまで安
全な場所から離れないでください。

　ここなら安心と思わず、
　　　より高い場所を目指して避難しましょう！

10 ｍ
（5 ｍ＜高さ≦ 10 ｍ）

５ｍ
（3 ｍ＜高さ≦ 5 ｍ）

津 波 警 報 ３ｍ
（1 ｍ＜高さ≦ 3 ｍ） 高い

津 波 注 意 報 １ｍ
（0.2 ｍ≦高さ≦ 1 ｍ）

（表記しない）
海の中にいる人は、ただちに海から上がって、海岸
から離れてください。津波注意報が解除されるまで
海に入ったり海岸に近づいたりしないでください。

津
波
警
報
・
注
意
報

　

津
波
に
よ
る
災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ

る
場
合
に
は
、
地
震
発
生
後
、
約
３
分
で

大
津
波
警
報
、
津
波
警
報
ま
た
は
津
波
注

意
報
を
発
表
し
ま
す
。
そ
の
後
、「
予
想

さ
れ
る
津
波
の
高
さ
」、
津
波
の
到
着
予

想
時
刻
」
等
の
情
報
を
発
表
し
ま
す
。

●
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
を
超
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

巨
大
地
震
の
場
合

　

最
初
の
警
報
で
は
予
想
さ
れ
る
津
波
の

高
さ
を
「
巨
大
」、「
高
い
」
と
い
う
言
葉

で
発
表
し
、
非
常
事
態
で
あ
る
こ
と
を
伝

え
ま
す
。「
巨
大
」
と
い
う
言
葉
を
見
た

り
聞
い
た
り
し
た
ら
、
東
日
本
大
震
災
ク

ラ
ス
の
津
波
が
来
る
と
思
っ
て
、
た
だ
ち

に
よ
り
高
い
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
！

●
正
確
な
地
震
の
規
模
が
わ
か
っ
た
場
合

　

予
想
さ
れ
る
津
波
の
高
さ
を「
５
段
階
」

で
発
表
し
ま
す
。

津
波
観
測
に
関
す
る
情
報

　

津
波
警
報
の
発
表
後
、
沖
合
や
沿
岸
の

観
測
点
で
観
測
し
た
津
波
の
高
さ
や
到
達

時
刻
を
発
表
し
ま
す
。

　

警
報
が
発
表
さ
れ
て
い
る
時
に
は
、
観

測
さ
れ
た
津
波
の
高
さ
を
見
て
、
こ
れ
が

最
大
だ
と
誤
解
し
な
い
よ
う
に
、
津
波
の

高
さ
を
数
値
で
表
さ
ず
に
「
観
測
中
」
と

発
表
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

本
町
が
抱
え
る
少
子
化
・
人
口
減
少
と
い
っ
た
課
題

の
要
因
の
一
つ
と
さ
れ
る
晩
婚
化
・
未
婚
化
の
進
行
を

防
ぐ
た
め
、
今
後
に
お
け
る
婚
活
事
業
の
在
り
方
を
検

討
し
て
き
た
「
新
温
泉
町
婚
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
連
絡
協

議
会
」（
中
村
正
直
会
長
・
委
員
８
名
）
が
、２
月
28
日
、

検
討
報
告
書
を
岡
本
町
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
昨
年
１
月
26
日
に
設
置
さ
れ
３
回
の
会

議
を
行
い
、
町
の
現
状
や
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
結
果

な
ど
を
分
析
し
て
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

報
告
書
に
は
、
町
が
取
り
組
む
べ
き
具
体
的
な
事
業

と
し
て
、
近
隣
市
町
な
ど
連
携
し
た
「
出
会
い
交
流
事

業
」、
各
種
産
業
団
体
と
協
力
し
て
お
見
合
い
事
業
を

開
催
す
る
「
縁
結
び
事
業
」
な
ど
の
具
体
案
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
結
婚
相
談
所
の
復
活
や
、
町
内
の

産
業
団
体
が
行
う
出
会
い
の
場
事
業
へ
の
支
援
に
つ
い

て
も
提
言
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

報
告
書
を
受
け

取
っ
た
岡
本
町
長
は

「
内
部
で
検
討
し
、

提
言
の
あ
っ
た
組
織

的
な
取
組
や
広
域
的

な
連
携
を
進
め
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。

▼
問
合
せ　

企
画
課　

企
画
政
策
係

　

℡
82
‐
５
６
２
４

町
婚
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
連
絡
協
議
会
が

　
　
　
　
　
　
　

検
討
報
告
書
を
提
出岡本町長に報告書を提出する中村正直会長

（中央）と西垣洋子副会長（右）
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契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　模 契約額（円） 工　　期 業　者　名

共同汚水処理施設配管工
事 浜坂 送水管 ･ 脱臭ダクト ･ 用水管配

管工事　1 式 4,830,000  平成 25 年 1 月 21 日～
  平成 25 年 3 月 25 日 株本建設工業㈱

浜坂上水道送配水管布設
替工事 二日市 配水管φ 200 ～φ 300

延長 154m 13,167,000  平成 25 年 1 月 22 日～
  平成 25 年 3 月 25 日 株本建設工業㈱

中央簡易水道事業　花口
浄水場凝集沈殿装置及び
急速ろ過器設置工事

岸田
竪型凝集沈殿装置　1 基、
急速ろ過器　1 基、
電気 ･ 計装設備工事　1 式他

119,175,000  平成 25 年 1 月 22 日～
  平成 25 年 3 月 29 日

神鋼環境メン
テナンス㈱

三谷排水路改良工事 三谷
土工　1 式、
排水路工　延長 433m、
仮設工　1 式

13,650,000  平成 25 年 1 月 28 日～
  平成 25 年 3 月 28 日 山陰道路㈱

辺地 12 号線舗装新設工
事 辺地

土工　1 式、
アスファルト舗装工
　面積 1,207㎡

5,754,000  平成 25 年 1 月 29 日～
  平成 25 年 3 月 28 日 水田建設㈱

町道高見線消雪施設修繕
工事 浜坂 さく井工　1 基　深さ 33m、

土工　1 式 3,528,000  平成 25 年 2 月 2 日～
  平成 25 年 3 月 25 日 北但設備㈲

（平成 25年 1月 16日～平成 25年 2月 15日契約分）

　

小
森
さ
ん
は
ま
ず
、
死
亡
と
要
介
護
の
原
因
を
そ

れ
ぞ
れ
説
明
し
、
元
気
で
長
生
き
を
す
る
に
は
、
が

ん
や
心
臓
病
、
脳
血
管
疾
患
な
ど
を
予
防
す
る
「
生

活
習
慣
病
の
予
防
」
だ
け
で
な
く
、
高
齢
に
よ
る
衰

弱
、
関
節
疾
患
、
転
倒
・
骨
折
と
い
っ
た
要
介
護
の

原
因
と
な
る
も
の
を
予
防
す
る
「
介
護
予
防
」
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
明
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
介
護
予
防
が
進
ま
な
か
っ
た
要

因
と
し
て
、病
気
へ
の
予
防
と
異
な
り
、誰
も
が
「
高

齢
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
」
と
言
っ
て
、
予
防
に
取
り

組
ん
で
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
後
、
取
り
組
む
べ
き
分
野
と
し
て
、

次
の
５
点
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

①
認
知
症
と
う
つ
病
対
策　

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
や
外
出
を
し
て
楽
し
い
話
を
し
、
体
も
少
し
動

か
す
。
調
理
な
ど
頭
を
使
う
作
業
が
脳
に
良
い
影

響
を
与
え
る
。

②
口
腔
機
能
低
下
予
防　

口
の
清
潔
を
保
つ
。
お
ろ

そ
か
に
す
る
と
歯
周
病
菌
が
肺
な
ど
の
内
臓
に
影

響
を
与
え
る
。

　

２
月
28
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
「
平
成
24
年
度
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
開
講
し
ま
し
た
。

高
齢
に
な
っ
て
も
、
体
も
心
も
元
気
に
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
介
護
予
防
の
方

法
を
学
ぶ
も
の
で
、
30
代
か
ら
80
代
ま
で
の
30
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

４
回
シ
リ
ー
ズ
の
初
回
の
こ
の
日
は
、
県
立
但
馬
長
寿
の
郷
か
ら
理
学
療
法
士
の
小
森
昌
彦
さ
ん
を
講
師

に
お
招
き
し
、
介
護
予
防
の
基
礎
知
識
や
日
常
生
活
で
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
問
合
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

℡
82
‐
５
６
２
３

③
栄
養
改
善　

年
を
重
ね
る
と
栄
養
の
吸
収
率
が
低

く
な
る
。
筋
肉
を
つ
く
る
タ
ン
パ
ク
質
を
摂
取
す

る
必
要
が
あ
る
（
赤
身
の
肉
な
ど
）
。

④
運
動
器
の
機
能
向
上　

毎
日
、
体
を
少
し
ず
つ
動

か
し
、
し
っ
か
り
と
し
た
足
腰
を
つ
く
る
。

⑤
閉
じ
こ
も
り
予
防　

本
人
の
問
題
で
は
な
く
、
周

り
に
ど
れ
だ
け
そ
の
人
を
気
遣
っ
て
く
れ
る
人
が

い
る
か
で
決
ま
る
。
地
域
の
問
題
で
も
あ
り
、
お

互
い
に
声
を
か
け
合
う
こ
と
が
必
要
。

　

さ
ら
に
小
森
さ
ん
は
、
元
気
な
と
き
か
ら
何
か
１

つ
で
も
始
め
る
と
、
５
年
後
、
10
年
後
に
は
確
実
に

予
防
効
果
が
現
れ
て
い
る
と
、
介
護
予
防
に
早
く
か

ら
取
り
組
む
必
要
性
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。

県立但馬長寿の郷の理学療法士
　　　　　　　　  小森昌彦さん

 　

健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
を
学
ぶ

  　
　
　
　

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
講
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兵庫県「受動喫煙の防止等に関する条例」
平成25年４月１日から施行

　兵庫県は、たばこの煙が人の健康に悪影響を及ぼすことから、受動喫煙（他人のたばこの煙を吸わ
されること）を防止し、県民の皆さんの健康で快適な生活の維持を図ることを目的として平成 24 年
3 月に制定した「受動喫煙の防止等に関する条例」を、本年 4 月 1 日に施行します。
　この条例には、不特定または多数の人が出入りすることのできる空間（公共的空間）を有するすべ
ての施設において、受動喫煙を防止するためのルールが定められています。罰則規定は平成 25 年 10
月１日から適用されます。＜経過措置：下の表「条例の規制内容」の④⑤⑥の施設は、平成 26 年４
月１日からの適用となります。（罰則規定は平成 26 年 10 月１日から適用）＞

　たばこの煙には、ニコチンなど、多くの有害物質が含まれています
が、喫煙者がフィルターを通して直接吸い込む「主流煙」よりも、火
のついた部分から立ちのぼる「副流煙」の方が、有害物質の含まれる
量がはるかに多いため、周囲の人の健康にまで悪影響を及ぼします。
　○おとな　肺がん、心疾患など
　○子ども　肺機能の低下や中耳炎、乳幼児突然死症候群など
　○妊産婦　低出生体重など

―問合せ―　豊岡健康福祉事務所　企画課　℡（0796）23-1001
　＊詳細は県ホームページをご覧ください。http://web.pref.hyogo.lg.jp/kf17/judoukitsuen_jourei.html

受動喫煙の危険性

条例の規制内容

＊建物内の公共的空間：従業員の方など、特定の人しか出入りしない事務室や、特定の人が貸し切って利用する会
議室・宴会場・個室などは、規制対象外（①・②の施設は除く。）

＊区域分煙：公共的空間（禁煙区域）を、床面から天井まで達する壁・間仕切り・壁等により喫煙区域とに分けること。
＊時間分煙：営業時間の3分の2を限度とし、公共的空間（禁煙区域）を喫煙区域にすること。だだし、表の④及び⑤

だけがとれる対応

対　象　施　設 規制内容と対応方法

① 幼稚園、小・中学校、高校、保育所　等 敷地内・建物内すべて禁煙

② 病院・診療所、官公庁の庁舎　等 建物内の禁煙

③ 大学、専修学校、薬局 建物内の公共的空間の禁煙
（当分の間、既存の喫煙室は使用可。※新設不可）

④ 劇場、映画館、演芸場　等 建物内の公共的空間の禁煙
（当分の間、区域分煙可、時間分煙可）

⑤
フロントロビーが 100㎡以下の宿泊施設
客席面積が 100㎡以下の飲食店
客席面積が 100㎡以下の理容所・美容所

建物内の公共的空間の禁煙
（当分の間、区域分煙可、時間分煙可、
  喫煙可能表示による喫煙可）

⑥

フロントロビーが 100㎡超の宿泊施設
客席面積が 100㎡超の飲食店
客席面積が 100㎡超の理容所・美容所
公共交通機関、社会福祉施設、物品販売業店舗、
金融機関、その他各種サービス業施設

建物内の公共的空間の禁煙
（当分の間、区域分煙可）
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～出会い・感動～夢但馬 2014
事業概要

●事業期間　平成 26 年４月１日

　　　　　　　　　～平成 27 年３月 31 日

●事業エリア　但馬全域

●テ ー マ　はばたく但馬　確かな未来へ

●基本理念
　①「あしたのふるさと但馬」の再共有

　② 但馬の可能性を支える「但馬力」の発揮

　③ 確かな未来へつながる但馬の創生

●基本戦略
　① 誰もが参加できる「交流拡大戦略」

　② 但馬を売り込む「情報発信戦略」

　③ 但馬地域の可能性を探る「地域創生戦略」

●事業構成
　　但馬の課題解決や新たな夢の実現を目指す

さまざまな事業主体による個別事業群とそれ

らの事業群の連携、一体化を受け持つ統括事

業群で構成しています。

公
民
協
働
に
よ
る
地
域
創
生
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

～
出
会
い
・
感
動
～  

夢
但
馬
２
０
１
４

夢
但
馬
２
０
１
４
と
は

　

平
成
６
年
度
に
開
催
さ
れ
た
「
但

馬
・
理
想
の
都
の
祭
典
」
か
ら
、
平
成

26
年
度
で
20
年
目
の
節
目
の
年
を
迎
え

ま
す
。

　

こ
の
間
、
但
馬
の
人
口
は
21
万
人
か

ら
18
万
人
ま
で
減
少
し
、
少
子
高
齢
化

や
地
域
経
済
の
収
縮
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
但
馬
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
の

解
決
に
向
け
た
取
組
を
通
し
て
、
確
か

な
未
来
づ
く
り
に
向
け
た
契
機
と
す
る

た
め
開
催
す
る
の
が
「
～
出
会
い
・
感

動
～
夢
但
馬
２
０
１
４
（
略
称
：
夢
但

馬
２
０
１
４
）」
で
す
。

　

開
催
年
度
は
平
成
26
年
度
で
、
24
年

度
、
25
年
度
は
夢
但
馬
２
０
１
４
の
機

運
を
高
め
た
り
、
情
報
の
発
信
や
、
プ

レ
的
な
事
業
を
キ
ッ
ク
オ
フ
事
業
と
し

て
位
置
づ
け
て
展
開
し
て
い
ま
す
。

地
域
活
動
を　
　
　
　

　
　

支
援
し
て
い
ま
す

　

公
民
協
働
型
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
型

の
事
業
展
開
を
進
め
る
た
め
、
夢
但
馬

２
０
１
４
推
進
協
議
会
に
参
画
す
る
各

種
団
体
が
地
域
活
動
の
支
援
に
か
か
る

補
助
制
度
を
創
設
し
て
い
ま
す
。

〈
例
〉
平
成
24
年
度
に
は　

但
馬
地
域

ビ
ジ
ョ
ン
の
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る
「
但
馬
夢
シ
ナ
リ
オ
」
の
実
現

に
向
け
た
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
助

成
金
額
上
限
１
０
０
万
円
の
「
但
馬
地

域
づ
く
り
活
動
応
援
事
業
」
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
他
に
も
、
地
域
活
動
を
応

援
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

新
規
及
び
継
続
事
業
に
つ
い
て
は
、

所
管
す
る
部
署
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
平
成
25

年
４
月
以
降
に
あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

　

℡
82
‐
５
６
２
５

▼
問
合
せ

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　

℡
82
‐
５
２
２
２

を
表
現
し
ま

し
た
。

夢但馬 2014 ロゴマーク

　

１
月
31
日
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

館
の
壁
面
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
歓
迎
横

断
幕
を
新
調
し
ま
し
た
。
英
語
を
併
記

し
、
国
内
外
か
ら
の
多
く
の
来
町
者
の

皆
さ
ん
を
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
は
山
陰
海
岸
の
海
の
ブ

ル
ー
を
基
調
に
、
３
つ
の
ジ
オ
パ
ー
ク

ロ
ゴ
（
山
陰
海
岸
、
日
本
、
世
界
）
を

配
置
。
ま
た
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
加
盟
に
よ
り
新
し
く
決
ま
っ

た
英
語
表
記
で
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

ジ
オ
パ
ー
ク
館

　
　

歓
迎
横
断
幕
を
新
調
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こ
の
日
、
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ

た
「
車
い
す
を
贈
る
会
」
は
、
６
年
生

の
児
童
（
42
名
）
が
学
校
生
活
最
後
の

行
事
を
自
分
た
ち
の
手
で
作
り
あ
げ
よ

う
と
企
画
。
先
生
と
全
校
生
が
見
守
る

中
、
会
の
進
行
や
車
い
す
の
贈
呈
、
各

学
年
代
表
へ
の
感
謝
状
贈
呈
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
５
年
生
以
下
の
児
童
に

小
さ
な
プ
ル
タ
ブ
が
大
き
な
力
に
な
る

こ
と
を
説
明
し
、
こ
れ
か
ら
も
伝
統
を

受
け
継
い
で
車
い
す
を
贈
り
続
け
て
ほ

し
い
と
語
り
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

寄
贈
を
受
け
た
町
社
協
副
会
長
の
倉

内
晋
さ
ん
は
「
町
内
の
施
設
で
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
役
に
立
っ
て

い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
少
し
ず
つ
長

く
続
け
る
の
が
コ
ツ
。
こ
れ
か
ら
も
町

の
皆
さ
ん
の
た
め
に
続
け
て
い
た
だ
き

た
い
」と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

贈
る
会
を
終
え
て
児
童
会
長
の
本
多

孝
太
さ
ん
は
、「
重
さ
を
量
る
の
が
大

変
だ
っ
た
が
、
目
標
に
し
て
い
た
車
い

す
２
台
を
贈
る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し

い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
校
は
、
13
年
前
か
ら
福
祉
教
育
の

一
環
と
し
て
児
童
会
が
中
心
と
な
り
プ

ル
タ
ブ
の
収
集
と
車
い
す
の
寄
贈
を
続

け
て
い
ま
す
。
校
区
は
も
ち
ろ
ん
、
神

戸
や
東
京
方
面
か
ら
プ
ル
タ
ブ
が
寄
せ

ら
れ
た
ほ
か
、
昨
年
７
月
に
は
薬
師
湯

へ
回
収
箱
の
設
置
を
依
頼
し
、
今
年
は

昨
年
を
上
回
る
約
５
９
０
㎏
（
個
数
に

換
算
し
て
約
２
３
６
万
個
）
の
プ
ル
タ

ブ
を
集
め
ま
し
た
。

　

今
回
で
４
回
目
と
な
る
こ
の
共
励
会

は
、〝
神
戸
ビ
ー
フ
・
但
馬
牛
の
ふ
る

さ
と
〟
と
呼
ば
れ
る
兵
庫
県
内
の
地
域

ブ
ラ
ン
ド
牛
（
８
銘
柄
）
か
ら
厳
選
さ

れ
た
但
馬
牛
50
頭
が
出
品
さ
れ
、
枝
肉

の
肉
質
や
重
量
な
ど
で
順
位
を
競
う
共

励
会
で
、
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

団
体
の
部
で
は
、「
湯
村
温
泉
但
馬

ビ
ー
フ
」
が
１
位
と
僅
か
１
ポ
イ
ン
ト

差
で
の
準
優
勝
と
健
闘
し
ま
し
た
。
ま

た
、本
町
か
ら
出
品
し
た
５
頭
全
て
が
、

馬
ビ
ー
フ
」
を
落
札
し
、
地
元

消
費
に
も
貢
献
し
て
い
ま
し

た
。

　

湯
村
温
泉
但
馬
ビ
ー
フ
流
通

振
興
協
議
会
の
中
井
勝
会
長
は

「
こ
れ
か
ら
も
良
質
の
但
馬
牛

を
ど
ん
ど
ん
生
産
し
て
い
く
の

で
、
地
産
地
消
へ
の
行
政
の
更

な
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
お
願
い

し
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

神
戸
ビ
ー
フ
に
認
定
さ
れ
る
と
い
う
す

ば
ら
し
い
結
果
で
し
た
。

　

個
人
の
部
で
は
、
中
井
勝
さ
ん
の
出

品
牛
が
総
合
２
位
に
あ
た
る
優
秀
賞
１

席
に
入
賞
と
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

こ
の
入
賞
牛
は
、
中
井
さ
ん
の
牛
舎
で

産
ま
れ
育
ち
肥
育
さ
れ
た
純
新
温
泉
町

産
の
但
馬
牛
で
し
た
。

　

審
査
後
に
行
わ
れ
た
枝
肉
の
せ
り
で

は
、
次
々
と
活
気
に
あ
ふ
れ
る
取
引
が

繰
り
広
げ
ら
れ
る
中
、
本
町
内
か
ら
参

加
し
た
２
つ
の
店
舗
が
「
湯
村
温
泉
但

　

温
泉
小
学
校
の
児
童
会
が
プ
ル
タ
ブ
の
収
集
活
動
で
購
入
し
た
車
い
す
２
台
を
、

２
月
20
日
、
新
温
泉
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

２
月
８
日
、
加
古
川
市
で
開
か
れ
た
「
兵
庫
県
地
域
ブ
ラ
ン
ド
牛
枝
肉
共
励
会
」

に
お
い
て
、
本
町
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
肉
で
あ
る
「
湯
村
温
泉
但
馬
ビ
ー
フ
」
が
団
体
の

部
で
準
優
勝
、
飯
野
の
中
井
勝
さ
ん
の
出
品
牛
が
個
人
の
部
で
総
合
２
位
に
入
賞
と

好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

 

プ
ル
タ
ブ
約
２
３
６
万
個
を
収
集

  　

温
泉
小
が
車
い
す
２
台
を
町
社
協
に
寄
贈

新
温
泉
町
産
の
牛
肉
は
や
っ
ぱ
り
美
味
し
い

  　
県
枝
肉
共
励
会
で「
湯
村
温
泉
但
馬
ビ
ー
フ
」が
健
闘

優秀賞１席に入賞した中井さんの枝肉
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　兵庫県と兵庫県物産協会は、新たな特産品ブランド「五つ星ひょうご」と
して県内各地域の産品 56 品（食品 46 品・非食品 10 品）を認定しました。
　五つ星ひょうごとは、新たな特産品振興事業で、ひょうご五国（摂津・播
磨・但馬・丹波・淡路）の豊かな自然や歴史・文化を生かした産物を全国に
発信するものです。
　本町では、すずしろグループの「郷土料理じゃぶ」（真空包装）と浜坂ハ
マダイコン生産組合の「浜大根おろしドレッシング」がブランド認定を受け
ました。今後は統一ブランドとして、内覧会やカタログを通しての県内外へ
のＰＲ、流通事業者への販売促進が行われます。

◆問合せ
　商工観光課　商工振興係　℡ 82-5625
　※商品については各団体にお問い合わせください。

「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への提案を書いてください。

広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）

魅力あふれる兵庫の特産品「五つ星ひょうご」に町内から２品が選定されました

「郷土料理じゃぶ」「浜大根おろしドレッシング」

★ 平成24年度「五つ星ひょうご」選定商品 ★

郷土料理じゃぶ 浜大根
おろしドレッシング

◆商品紹介
　町内外の各種イベントで
販売をしてきました。お持
ち帰りやお土産品として購
入を希望する人や新温泉町
に行けば食べられるかと尋
ねる人が増えてきました。
　この期待に応えたいとレ
トルト商品を考案。冷蔵庫
で保存した物を熱湯に３分
間つけると食べられます。
　湯村温泉の荒湯の「湯が
きの文化」を利用し、じゃ
ぶんとつけてあたたかい郷
土料理を召し上がっていた
だく商品の販売も出来ます。

◆商品紹介
　浜坂海岸に咲き誇る白紫
のハマダイコンの花は自生
大根として昔から無病息災
を願う七草粥の「すずしろ」
で、大根の原種です。
　生で食べると辛味大根よ
り辛く、辛味から旨味に大
変身させることに着目して

「ドレッシング」にしました。
　この商品はサラダ、鍋も
のなどの多くの味を引き立
たせ、さらに美味しくしま
す。「浜辺のドレッシング」
として海のロマンを味に加
えました。 

◆問合せ
　すずしろグループ　
　　代表  邑橋裕恵さん
　　℡93-0460

◆問合せ
　浜坂ハマダイコン生産組合
　　組合長　下田繁治さん
　　℡ 82-1214
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■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

郵　便　は　が　き

新温泉町浜坂 2673-1

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

6 6 9 6 7 9 0

―
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
―

　
皆
さ
ま
の
声
に
お
答
え
し
ま
す

　

住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
１
名
の
方
か
ら
ア
イ
デ
ア

を
い
た
だ
い
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
親
子
が
気
軽
に
集
う
こ
と

が
で
き
る
「
ま
ち
の
子
育
て
ひ
ろ

ば
」
を
町
内
の
認
定
こ
ど
も
園
や
各

種
の
グ
ル
ー
プ
が
随
時
開
設
し
て
お

り
、
保
護
者
同
士
の
情
報
交
換
や
仲

間
づ
く
り
に
よ
る
子
育
て
支
援
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
、
ま
ち
の
子
育
て
ひ
ろ
ば
の
一

つ
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
ま
さ
か

の
里
」
は
、同
施
設
の
ご
好
意
に
よ
り
、

子
育
て
中
の
親
子
を
対
象
に
、
１
階
の

ロ
ビ
ー
を
休
日
を
含
め
て
毎
日
、
午
前

10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
開
放
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

▼
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
ま
さ
か
の
里

　
　
　
　

新
温
泉
町
戸
田
１
７
５
‐
１

　
　
　
　

℡
82
‐
５
５
３
３

　

現
在
、
休
日
に
利
用
い
た
だ
け
る
屋

内
施
設
は
同
施
設
の
み
で
す
が
、今
後
、

子
育
て
中
の
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
を
調
査

し
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
毎
月
第
４
木
曜
日
発
行
の
広

報
紙
に
「
子
育
て
ラ
ン
ド
」
と
「
ま
ち

の
子
育
て
ひ
ろ
ば
」
の
行
事
予
定
を
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
子
育
て
支
援
活

動
の
詳
細
は
広
報
紙
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。　
　
（
福
祉
課
長　

西
垣
日
出
樹
）

　

町
内
に
は
、
乳
幼
児
が
安
心
し
て
遊

ぶ
こ
と
の
で
き
る
施
設
と
し
て
、「
浜

坂
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
「
ゆ

め
っ
こ
ラ
ン
ド
子
育
て
支
援
部
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
両
セ
ン
タ
ー
で
は
、

子
ど
も
同
士
の
遊
び
や
保
護
者
同
士
の

交
流
、
親
子
遊
び
と
い
っ
た
様
々
な
子

育
て
支
援
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
多
く

の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
は
休
館
に

天
候
の
悪
い
休
日
に
子
ど
も
が

遊
べ
る
屋
内
施
設
の
整
備
を

　

３
歳
に
な
る
子
ど
も
を
育
て
て
い

る
。
土
日
や
祝
日
の
天
気
が
悪
い
日

に
、
子
供
を
遊
ば
せ
ら
れ
る
屋
内
施

設
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。

　

特
に
、
冬
期
や
梅
雨
の
時
期
な
ど

外
で
遊
び
に
く
い
と
き
に
、
友
達
と

遊
べ
る
屋
内
施
設
が
あ
れ
ば
連
れ
て

行
き
、
一
緒
に
遊
ば
せ
る
こ
と
が
で

き
る
の
だ
が
。　
　
（
40
代　

男
性
）

※
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
は
奇
数
月
に

そ
の
回
答
と
あ
わ
せ
て
本
誌
で
紹

介
し
ま
す
。
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き

年
２
回
ま
で
（
内
容
に
よ
っ
て
は
個

別
に
お
答
え
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。）、
３
回
目
以
降
は
個
別
に
お
答

え
し
ま
す
。
ご
提
案
い
た
だ
い
た
文

章
は
、
編
集
の
都
合
で
一
部
修
正
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

浜坂子育て支援センター
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国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ
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広報しんおんせん（3月号）

　数年前のことです。道端に雪が残るころでした。
奥八田地区の県道を車で走っていた時、雪解け水
が音高く流れる谷川に差しかかりました。川の水
は暖かいのでしょう、そこには小さな春の草たち
が萌黄色の葉を展開させています。
　車をとめて谷沿いを歩いて進むと、小さな白い
花が点々と咲いているのに気づきました。高さは
わずか 15㎝ほど、茎頂に一つだけ花をつけてい
ます。花の直径は３㎝で長被針形の白い花弁が
10 枚くらい、花

か

芯
しん

を囲んでいます。花の下の３
葉は３枚に分れ、先は浅く３裂しています。帰宅
して図鑑を広げて見ると、アズマイチゲ（東一華）
とわかりました。また、花弁と思っていたのは、
萼
がく

だということも分かりました。
　一度、見たいと思っていた花なので、しばらく
は出逢った嬉しさの余韻に包まれ、幸福感に浸り
ました。でも、それ以来、花の時期にそこを訪れ
ることができないままです。
　早春に咲いて、急いで地に潜り、夏も秋も冬も
ひっそりと地下で眠り続けるアズマイチゲ。この
春の目覚めはいつごろでしょう。

　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん　

アズマイチゲ
（キンポウゲ科）

 野草散歩（27)

後
納
制
度
（
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
可
能
延
長
）　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

将
来
の
年
金
額
を
増
や
し
た
り
、
年
金

の
受
給
権
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
既
に
老
齢
基
礎
年
金
の
受

給
権
を
お
持
ち
の
方
は
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
ま
た
は
お
近
く
の
年
金
事
務

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
（
０
５
７
０
）
０
１
１
‐
０
５
０

▼
受
付
時
間 

▪
月
曜
日

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
7
時

平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら
３
年
間
に

限
り
、
後
納
制
度
が
利
用
で
き
ま
す

　

国
民
年
金
制
度
は
、
20
歳
か
ら
60
歳

に
到
達
す
る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
満
額

の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を

▼
問
合
せ

▪
日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
０
９
４
５

▪
役
場
健
康
課　

国
保
年
金
係

　

℡
82
‐
５
６
２
２

納
め
忘
れ
た
ま
ま
２
年
を
超
え
る
と
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
昨
年
10
月
か
ら
３
年
間
に
限

り
、
過
去
10
年
以
内
の
納
め
忘
れ
た
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
後
納

制
度
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
受
給
資
格
期
間
を
満
た

さ
な
か
っ
た
方
が
、
過
去
10
年
以
内
の

保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

▪
火
～
金
曜
日

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分 

▪
第
2
土
曜
日

　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
4
時 

※
祝
日
、
12
月
29
日
～
1
月
3
日
は
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
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加藤文太郎
記念図書館

「3月のおすすめの本」
ご案内

人生の目的は『心が楽になること』
高田明和 著／新講社

誰でも何かしらの「悩み」や「苦しみ」を抱
えながら、「心が楽になること」を願って
います。本書は、大変な苦労と挫折を味
わい、うつになりながらも、そこから立
ち直った著者自身が体験し得た、心が楽
になる秘訣を紹介します。

さがしものが見つかりません
　秋山浩司 著／ポプラ社

地味な大学生活を送っていた山月は、ひょ
んなことから物部語朗なる変人が主宰す
るサークルに引っ張り込まれ、彼のハチャ
メチャな指令に従う羽目になる。さらに、
学生会の争いにも巻き込まれてしまい…。
現役大学生の疾走キャンパスライフ小説。

きっと『大丈夫。』
　細谷亮太 著／佼成出版社

小児がんの子どもたちの「いのち」と向
き合ってきた小児科医・細谷亮太氏。彼
の「大丈夫」という言葉は、難病の子ど
もや悩みを抱える大人たちに元気を与え
てきました。そんな彼が心温まる 20 の
エピソードを紹介するエッセイ集。

お手紙ありがとう
小手鞠るい 作／ ＷＡＶＥ出版

子どもたちが「ある人」に手紙を書きま
した。一緒に遊んだ楽しい思い出や、心
を癒されたことなどが綴られていました。
その手紙のあて先の「ある人」とは、いっ
たい誰なのでしょうか？　心あたたまる
友情と希望の物語。

わたしもがっこうにいきたいな
ｱｽﾄﾘｯﾄﾞ・ﾘﾝﾄﾞｸﾞﾚｰﾝ 文・ｲﾛﾝ・ｳﾞｨｰｸﾗﾝﾄﾞ絵／徳間書店
レーナはお兄ちゃんが学校に行っている
のがうらやましくてなりませんでした。
そんなある日、お兄ちゃんがレーナを学
校に連れていってくれました…。はじめ
て学校を体験するレーナとお兄ちゃんの
やりとりが温かく描かれた愛情あふれる
お話。

  おはなし会　　　　　　　  
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。
◆３月23日（土）　午後2時～
 　『ふうとはなとたんぽぽ』 他

◆４月13日（土）　午後2時～
 　『きゃっきゃキャベツ』 他

子どもシネマの会 　　　　  
◆３月23日（土）　午後3時～
 　『こばんざくら』『恐竜大進撃』

休館日のお知らせ 　　　　  

移動図書館運行日変更　　
◆運行日
　変更前　３月20日（水）
　変更後　３月18日（月）
◆対象地域
　浜坂地域（用土～戸田方面）

返し忘れの本はありませんか 
　返し忘れの本がお家にありません
か？図書館ブックポスト、移動図書館
車でも返却を受け付けています。

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（3月号） 16

４月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

は休館日

３月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31
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砂
は
乾
い
た
状
態
と
湿
っ
た
状
態
、

十
分
水
を
含
ん
だ
状
態
で
は
異
な
っ
た

特
性
を
示
し
ま
す
。

　

乾
燥
し
た
砂
は
さ
ら
さ
ら
し
て
い
て

風
で
運
ば
れ
た
り
、
一
定
の
角
度
の
砂

山
を
つ
く
っ
た
り
し
ま
す
。
鳥
取
砂
丘

や
浜
坂
海
岸
な
ど
飛
ん
で
き
た
砂
が
つ

く
る
角
度
は
30
度
で
す
。
ま
た
、
歩
く

た
び
に
ギ
ュ
、
ギ
ュ
と
音
が
出
る
の
は

踏
み
固
め
ら
れ
た
時
、
空
気
が
抜
け
る

音
で
す
。

　

砂
は
湿
る
と
固
く
締
ま
り
ま
す
。
砂

像
が
造
れ
る
の
は
こ
の
た
め
で
す
。
浜

辺
で
は
車
が
走
れ
る
く
ら
い
に
固
く
な

り
ま
す
。

　

十
分
水
を
含
ん
だ
砂
は
液
体
の
よ
う

に
な
り
、
ゆ
す
る
と
砂
は
沈
み
、
内
部

の
水
が
浮
き
上
が
っ
て
き
ま
す
。
地
震

の
時
に
起
こ
る
砂
地
で
の
噴
砂
現
象
は

こ
の
た
め
で
す
。

　

砂
の
性
質
を
利
用
し
て
い
る
の
が
コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
、
様
々
な
も
の
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
身
の
回
り
の
砂
の
変

化
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

砂
の
性
質
と
そ
の
活
用
は

H25（2013）.3.14

広報しんおんせん（3月号）

▼
問
合
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館　

　
　
　
　
　
　

℡　

82
‐
５
２
２
２

ジオサイトに行こう

　 
シリーズ 34

　
『
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
出
か
け
よ
う
！
』

を
テ
ー
マ
に
、町
外
の
ジ
オ
サ
イ
ト(

景
勝
地
）

や
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
、
山

陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
谷
本
勇
館
長
が
紹
介

し
ま
す
。

　

今
回
は
新
温
泉
町
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
１
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

　
【
新
温
泉
町
消
費
生
活
相
談
室
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
１
１
３
１
（
代
表
）

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
Ｏ
さ
ん
（
50
歳
）
女
性

　

子
ど
も
が
大
学
進
学
で
一
人
暮
ら
し

を
す
る
た
め
、
業
者
に
依
頼
し
て
引
っ

越
し
を
行
っ
た
。

　

荷
物
の
整
理
を
し
た
後
に
パ
ソ
コ
ン

が
故
障
し
て
い
る
の
に
気
が
付
い
た
。

引
っ
越
し
業
者
に
修
理
を
頼
む
が
、
修

理
は
で
き
な
い
と
断
ら
れ
た
。
補
償
し

て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

■
事
前
に
申
告
し
ま
し
ょ
う　

　

入
学
や
入
社
な
ど
で
引
っ
越
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
る
た
め
ト
ラ
ブ
ル
も
多
く
な

り
ま
す
。引
っ
越
し
を
進
め
る
前
に
は
、

見
積
り
を
取
り
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
パ
ソ
コ
ン
な
ど
壊
れ
や
す
い
物
や

骨
董
品
な
ど
、
取
り
扱
い
に
注
意
が
必

要
な
場
合
は
事
前
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

　

見
積
り
は
原
則
無
料
で
す
が
、
下
見

が
必
要
な
場
合
な
ど
は
費
用
を
請
求
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

引
っ
越
し
業
者
は
、
見
積
り
時
に

引
っ
越
し
運
送
約
款
を
依
頼
者
に
見
せ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
荷
物
の
取

準
引
っ
越

し
運
送
約

款
が
あ
り

ま
す
。

　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
が
壊
れ
た
⁉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

引
っ
越
し
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

り
扱
い
や
キ
ャ
ン
セ
ル
料
、
事
故
の
際

の
補
償
に
つ
い
て
確
認
し
、
不
明
な
点

は
質
問
し
ま
し
ょ
う
。

　

荷
物
の
壊
れ
や
紛
失
に
気
付
い
た
場

合
は
、
早
急
に
引
っ
越
し
業
者
に
連
絡

し
ま
し
ょ
う
。
標
準
約
款
に
は
3
か
月

以
内
に
通
知
す
る
よ
う
に
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

※
引
っ
越
し
約
款
に
は
、
国
土
交
通
省

が
引
っ
越
し
の
ル
ー
ル
を
定
め
た
標

乾いた砂

湿った砂
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H25（2013）.3.14

まちの求人案内

広報しんおんせん（3月号）

－問合せ－
　　  ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
　　  ハローワーク香住　℡（0796）36-0136
　　  ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
　　  サンシーホール浜坂　 ℡（0796）82-1735

　（常　用） 　（パート） 平成 25 年 2 月 20 日現在

公共職業安定所と連携し、まちの求人情報を
提供しています。職業相談員が就職相談に応じ
ます。お気軽に利用ください。

サンシーホール浜坂をご利用ください

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（町内全域）

㈱コメリ
総合職 27以下 190
総合職 27以下 156 ～ 190
農業アドバイザー 不問 170 ～ 200

㈲ＳＫＹ警備 警備員 不問 154 ～ 165
（浜坂地域）
㈱隆栄水産 営業 不問 190 ～ 300
㈱ＳＴＣ ミシンオペレーター 不問 127

㈱マルワ渡辺水産 支配人 不問 250 ～ 400
事務員 40以下 150 ～ 220

山陰道路㈱ 建築施工管理 不問 180 ～ 220
㈲山米鮮魚 水産加工員 45以下 150 ～ 200
日興建設㈱ 土木技術者 40以下 165 ～ 273
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 180 ～ 215
㈱たじみや 事務職 45以下 200 ～ 400
株本建設工業㈱ 土木技術者 59以下 165 ～ 308
㈲アートライフ タニタ 販売配送員 不問 170 ～ 210
㈲ＯＮＥ 携帯電話販売 45以下 160 ～ 250
山陰造園土木㈱ 作業員 35以下 150 ～ 250
乙野運送㈱ 運転手 不問 157 ～ 288
森下板金店 建築板金工 35以下 161 ～ 345

㈱岡坂組 土木施工管理 不問 255 ～ 310
土木作業員 不問 176 ～ 198

㈱エコール鳥取 塾講師 59以下 160 ～ 260
（温泉地域）

㈱マルワフーズ渡辺水産 営業 64以下 169 ～ 289
事務職 64以下 129 ～ 146

㈱井筒屋 客室係 60 以下 231 ～ 256

全但バス㈱
バス運転手 不問 183 ～ 184
事務員 35以下 149 ～ 167
嘱託事務員 不問 122 ～ 129

㈱朝野家
予約係 不問 140 ～ 150
販売係 不問 140 ～ 150
営業 不問 140 ～ 150

立道建設㈱ 土木作業員 59以下 192 ～ 238
㈱エミュー エステ業務 18以上 140
ケービックス㈱ 業務リーダー 不問 170 ～ 230
㈱湯村温泉愛宕山観光 調理師見習 45以下 135 ～ 170
社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら 介護員 不問 157 ～ 177
㈱西沢製作所 現場事務 不問 132
㈱ワークステーション 客室係 不問 161 ～ 178

㈱寿荘
フロント 59以下 150 ～ 200
事務職 59以下 132 ～ 150
客室係 不問 198 ～ 242

㈱温泉町夢公社 調理師・見習 不問 140 ～ 160
㈱光商会 スタンド業務 不問 140 ～ 200

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（町内全域）

神戸ヤクルト販売㈱ 宣伝販売スタッフ 不問 900 ～ 1,000
たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 790 ～ 2,100
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 18 以上 750 ～ 1,000

（浜坂地域）

㈱メフォス 病院給食調理補助 59 以下 750
給食調理補助 59 以下 750

㈱隆栄水産 販売補助 不問 800 ～ 950

㈱マルワ渡辺水産
事務員 不問 750 ～ 850
惣菜係 不問 850 ～ 1,000
レジ係 不問 900

㈱エコール鳥取 塾講師 不問 850 ～ 1,500

㈱トヨダ
販売員 不問 749 ～ 799
販売員 18 以上 749 ～ 1,049
惣菜担当 不問 749 ～ 799

㈲山米鮮魚 加工員 不問 750 ～ 850

㈱コメリ 販売員 不問 800
販売員 不問 750 ～ 780

㈱マル海渡辺水産
販売員 不問 750 ～ 1,000
フロアースタッフ 不問 750 ～ 1,000
調理補助 不問 750 ～ 1,000

さかい歯科医院 歯科衛生士 不問 1,000 ～ 1,200
（温泉地域）
㈱エミュー エステ業務 18 以上 800 ～ 900
ケービックス㈱ クリンクルー 不問 750 ～ 800
㈱コメリ 販売員 不問 750

㈱井筒屋
料飲係 不問 950
朝食係 不問 900 ～ 950
施設係 不問 850

湯快リゾート㈱

レストラン業務 不問 800 ～ 1,125
調理補助 不問 800 ～ 1,063
フロント 不問 800 ～ 1,125
ナイトフロント 不問 800 ～ 1,000
運転手 不問 800 ～ 1,063

社会福祉法人徳和会　特別養護
老人ホームやすらぎの里

介護補助 不問 800 ～ 830
介護職 不問 870 ～ 910

㈱たむら 接客業務 不問 750 ～ 800

㈱西沢製作所 溶接工 不問 770
現場事務 不問 750

ひょうたん 接客業務 不問 750 ～ 900
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広報しんおんせん（3月号）

▼
問
合
せ　

農
業
委
員
会

　

℡
82
‐
５
６
２
６

◎
今
後
の
中
心
と
な
る
経
営
体（
個
人
、

法
人
、
集
落
営
農
）
は
ど
こ
か

◎
中
心
と
な
る
経
営
体
へ
ど
う
や
っ
て

農
地
を
集
め
る
か

◎
中
心
と
な
る
経
営
体
と
そ
れ
以
外

の
農
業
者
（
兼
業
農
家
、
自
給
的
農

家
）
を
含
め
た
地
域
の
農
業
の
あ
り

方
（
生
産
品
目
、
経
営
の
複
合
化
、

６
次
産
業
化
）

　

平
成
25
年
度
は
、

町
内
の
全
地
域
で
プ

ラ
ン
の
作
成
に
着
手

す
る
予
定
で
す
。
農

業
が
衰
退
し
つ
つ
あ

る
中
、
こ
の
プ
ラ
ン

作
成
を
機
会
に
集
落

の
現
状
を
十
分
に
把
握
し
、
よ
り
よ
い

集
落
の
あ
り
方
、
方
向
性
、
活
性
化
の

た
め
の
話
し
合
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

大
き
く
変
わ
る
農
地
地
図

　

１
９
７
０
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
米
の

強
制
的
な
生
産
調
整
は
、
97
～
98
年
に

か
け
て
特
に
強
化
さ
れ
、
生
産
農
家
は

人
と
農
地
の
問
題
を
考
え
る

　

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
耕
作
放
棄

地
の
増
加
な
ど
の「
人
と
農
地
の
問
題
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
、
５
年
後
、
10
年
後
の
展
望
が

描
け
な
い
地
域
が
増
え
て
い
る
た
め
、

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
方
法
と
し

て
、
農
林
水
産
省
主
導
の
も
と
、
全
国

の
市
町
村
で
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の

作
成
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
温
泉
町
に
お
い
て
も
昨
年
９
月

に
、
他
の
地
域
に
先
行
す
る
形
で
、
大

庭
、
照
来
の
２
つ
の
地
域
で
「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」
の
作
成
に
着
手
し
、
１
月

に
検
討
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

プ
ラ
ン
は
、
人
と
農
地
の
問
題
を
解
決

す
る
た
め
の
「
未
来
の
設
計
図
」
で
す
。

更
に
、
関
連
す
る
事
項
と
し
て
、
新
規

就
農
支
援
、
農
地
集
積
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
は
、
集

落
・
地
域
に
お
け
る
話
し
合
い
に
よ
っ

て
、
次
の
事
項
を
決
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

農
地
に
特
産
振
興
作
物
、
植
林
、
自
己

保
全
管
理
等
の
転
作
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
減
反
政
策
に
よ
り
、

町
内
に
30
㌶
に
お
よ
ぶ
耕
作
放
棄
地
が

生
ま
れ
、
先
人
が
苦
労
し
て
作
り
あ
げ

た
農
地
を
無
く
す
結
果
と
な
っ
て
い
ま

す
。
昨
今
は
、
高
齢
化
、
後
継
者
不
在

に
よ
り
、
基
盤
整
備
が
行
わ
れ
た
農
地

ま
で
が
耕
作
放
棄
田
に
な
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
町
全
体
に
お
け
る
農
地

の
流
動
化
（
農
業
法
人
、
営
農
組
合
ま

た
は
担
い
手
に
農
地
を
集
積
し
て
活
用

す
る
こ
と
）
の
進
行
が
遅
れ
た
結
果
と

思
わ
れ
ま
す
。
や
は
り
力
強
い
農
業
、

基
盤
づ
く
り
の
た
め
、
集
落
営
農
組
織

な
ど
の
担
い
手
の
育
成
・
確
立
が
重
要

で
、
町
行
政
、
農
業
委
員
会
、
Ｊ
Ａ
が

中
心
と
な
り
、
地
区
関
係
者
も
一
丸
と

な
っ
て
農
業
活
性
化
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
た

農
産
物
の
作
付
け
を

　

今
年
度
も
、米
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

「
美
方
大
納
言
小
豆
」、「
ピ
ー
マ
ン
」

な
ど
の
農
産
物
の
生
産
を
は
じ
め
と
し

た
、
農
地
の
有
効
利
用
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
地
区
内
で
生
産
し
た

農
産
物
を
自
分
た
ち
で
加
工
し
販
売
す

る
６
次
産
業
も
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
耕
作
放
棄
田
を
再
生
し
て
、
６

次
産
業
の
原
料
と
な
る
「
そ
ば
」
を
栽

培
し
、
好
結
果
を
残
し
て
い
る
地
区
も

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
で
将
来

の
地
域
農
業
の
話
し
合
い
を
進
め
て
地

域
が
一
体
と
な
り
、
有
機
農
業
、
無
農

薬
・
減
農
薬
農
業
に
よ
る
安
全
・
安
心

な
特
産
物
づ
く
り
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目

指
す
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

元
気
な
農
業
法
人
、　　

　

生
産
組
合
が
地
元
に
も

　

今
、
但
馬
に
は
農
業
に
成
功
し
た
法

人
、
団
体
が
数
多
く
あ
り
、
各
種
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
活
性
化
大
会
な
ど
で
活

動
状
況
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
も
、
特
色
あ
る
特
産
品
づ
く

り
、
農
地
有
効
活
用
と
放
棄
田
再
生
の

た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
生
産
組
織
が
あ

り
、
そ
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
各
種

の
機
会
に
情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
体
験
・
実
践
等
の
内
容
は
生
き

た
声
で
あ
り
、
多
方
面
で
参
考
・
勉
強

に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
等
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ

う
。

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
で
地
域
を
活
性
化

　
集
落
ぐ
る
み
で
農
業
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
！
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ですが、相撲や野球を見るのを楽しみにされています。
また、ひ孫まで４世代で暮らしている山本さんは、「家
族みんなといるのが楽しい」と話されていました。
　23 日には、岸田の西垣繁子さんのお宅を訪問（写真
左）。西垣さんは、花の栽培や畑仕事をしてこられたそ
うで、仕事の合間には、得意な百人一首やお手玉などを
ひ孫たちに教えていたそうです。最近でも、本や新聞を
読んだり、散歩に出かけたりされるそうです。西垣さん
も「好き嫌いなく何でも食べることが健康の秘訣」と話
されていました。家族に祝福され「とてもうれしい。家
族みんなのおかげです」と笑顔で話されました。

南ソウル大学の学生が講師の「ハングル教室」
　町国際交流協会は、韓国から鳥取大学に留学中の学生
３人を講師に迎え、2 月 10 日、まち歩き案内所で４回
コースのハングル教室を開講しました。
　平成 18 年から韓国の南ソウル大学が実施する海岸清
掃活動を通じて同大学と交流を行っており、さらに交流
を深めたいとの思いから企画したものです。定員を超え
る 18 名の参加申込みがあり、学生たちは「韓国語に興
味がある方がたくさんいるのに驚きました」と笑顔で話
していました。

　２月９日、湯村温泉街で「第 10 回ゆむら灯火の景」（同
実行委員会主催）が開催されました。
　今年は、午前 10 時から薬師湯前広場で５団体による
雪像制作が行われ、高さ約２ｍの雪の塊からゆるキャラ
の「湯～たん」などが制作されました。ポケットパーク
には今年の干支「ヘビ」の雪像が制作されたほか、雪だ
るまづくり体験が行われました。午後５時にはキャンド
ルに火が灯され、雪像や雪だるまがキャンドルの優しい
灯りに照らされて癒しの空間につつまれました。

幻想的な雪の世界　ゆむら灯火の景

H25（2013）.3.14

広報しんおんせん（3月号）

　２月に町内で２人の方が満百歳の誕生日を迎えられ、
岡本町長と坂本社会福祉協議会長、藤田すこやかクラブ
温泉支部長が自宅を訪れて、お祝いの額や記念品、花束
を贈って長寿を祝いました。
　３日には、塩山の山本ちかさんのお宅を訪問（写真右）。
山本さんは、これまで但馬牛の飼育や野菜作りをしてこ
られたそうです。長寿の秘訣を伺うと、「好き嫌いなく
何でも食べ、体に無理なことをしないようにしてきまし
た」と話されました。腰を痛めて 10 年ほどは寝たきり

100 歳おめでとうございます
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面沼神社お茗荷祭り

　２月 24 日、囲碁・将棋の普及と参加者相互の交流を
図る目的で「第 28 回美方郡新春囲碁将棋大会」（同実
行委員会主催）が浜坂多目的集会施設で開催されました。
囲碁の部、将棋の部それぞれに３つのクラスが設けられ、
小学生を含む総勢 75 名の参加者は、緊迫した空気の中、
静かに火花を散らして熱戦を展開していました。
　実行委員長の松下清人さんは、「次の一手で局面が変
わったり、勝負が決まったりする面白さを楽しんでほし
い」と参加者に語りかけていました。

次の一手を読む　郡囲碁将棋大会

まちの話題すけっちしんおんせ
ん

すけっちしんおんせ
ん

広報しんおんせん（3月号）

スポーツレクリエーション記録会

　２月 11 日、竹田の面沼神社で、その年の吉凶をミョ
ウガの成長状況で占う「お茗荷祭り」が行われました。
この地に限って２月にミョウガが生えるのかはよくわ
かっておらず、但馬の七不思議の一つになっています。
　神事は午前６時に始まり、宮司が境内の「めぬ池」か
ら摘み取った３本のミョウガの成長状況を参拝者自らが
確認。「今年は成長が早いので天気がよく、まっすぐに
伸びているので順調な良い年になるのではないか」と
占っていました。

　２月に町立高齢者大学「宇都野学園」と「とちのみ学
園」で多数の来賓や講座の講師が見守る中、平成 24 年
度修了式が挙行されました。
　27 日に行われたとちのみ学園修了式では、２年の学
習課程を修了した 12 名に岡本町長から修了証書が手渡
されました。また、通算 20 年学習し続けた研修生２名
には修士号が贈られました。修了生を代表して湯の坂本
信司さんが謝辞を述べ、「今後も研修生として学ぶ決意
です」と、学園で学び続ける決意を表明していました。

充実した学園生活　高齢者大学修了式

　３月２日、浜坂体育センターで「スポーツレクリエー
ション記録会」を開催しました。誰でも楽しめるスポー
ツを通じて、参加者の体力向上と親睦を深めることを目
的に開催しているもので、今回で２回目になります。
　参加した児童15名は、個人競技のスリッパとばしや
バランスボール投げ、団体競技の大なわとびや７人８脚
など多彩な種目に挑戦。途中、半ズボン姿になる参加者
がいるなど、冬の寒さをものともせず元気いっぱいに体
を動かしていました。
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I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H25（2013）.3.14

ご
案
内

広報しんおんせん（3月号）

新
温
泉
町
民
歌
発
表
会

　

昨
年
12
月
に
制
定
し
た
「
新
温
泉
町

民
歌
」
の
完
成
を
祝
う
と
と
も
に
、
広

く
町
民
の
皆
さ
ん
に
披
露
す
る
機
会
と

し
て
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

３
月
29
日（
金
）午
前
11
時
～

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
内
容
（
全
て
参
加
無
料
）

◇
町
内
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
３
団
体

合
同
に
よ
る
町
民
歌
の
披
露

◇
作
曲
を
し
て
い
た
だ
い
た
本
町
出
身

の
西
村
光
司
さ
ん
に
よ
る
歌
唱
指
導

◇
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
曲
の
町
民
音
頭
と
町

文
化
協
会
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
踊
り

の
披
露　

な
ど

▼
問
合
せ　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　

℡
82
‐
５
６
２
４

第
23
回
福
祉
講
演
会

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
か
ら
講
師

を
招
き
、
震
災
直
後
の
状
況
や
今
後
必

要
と
さ
れ
る
取
組
に
つ
い
て
講
話
い
た

だ
き
ま
す
。（
要
約
筆
記
あ
り
。）

▼
と
き　

３
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
講
師

◇
東
松
島
市
野
蒜
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　

事
務
長　

木
村
孝
雄
さ
ん

◇
東
松
島
市
消
防
団

　

広
報
部
長　

齊
藤
剣
一
さ
ん

◇
子
ど
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
懐
」

　

代
表　

高
森
拓
也
さ
ん（
町
内
在
住
）

▼
そ
の
他　

午
前
11
時
か
ら
各
種
バ

ザ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
主
催　

新
温
泉
町
社
会
福
祉
協
議
会

▼
問
合
せ　

新
温
泉
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
99
‐
２
４
８
８

小
学
３
年
生
の
乳
幼
児
等

医
療
費
受
給
者
証
を
交
付

　

小
学
校
３
年
生
の
児
童
の
乳
幼
児
等

医
療
費
受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
、
３

月
31
日
ま
で
で
す
。
４
月
１
日
か
ら
の

新
し
い
受
給
者
証
は
、
３
月
下
旬
に
郵

送
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
受
給
者
証
は
受
給
者

番
号
が
変
更
に
な
り
ま
す
。
医
療
機
関

を
受
診
の
際
に
は
、
必
ず
新
し
い
受
給

者
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
古
い
受
給
者
証
は
、
役
場
健
康
課
ま

た
は
温
泉
総
合
支
所
地
域
振
興
課
に

返
納
い
た
だ
く
か
、
ご
自
身
で
裁
断

の
上
、
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
し
い
証
の
有
効
期
限
は
、
定
期

更
新
が
あ
る
た
め
６
月
30
日
ま
で
で

す
。

▼
問
合
せ　

健
康
課　

福
祉
医
療
係

　

℡
82
‐
５
６
２
２

お
知
ら
せ

　第 15回浜坂みなと

ほたるいか祭り
　ホタルイカのシーズン到来。串揚げなどの味わい
コーナーのほか、釜揚げでアツアツほたるいかの無
料試食サービスもあります。　
　　4 月７日（日）
　　　　午前 10 時～午後 2 時
　　浜坂漁港せり市場
◇春を味わう味覚コーナー
　ほたるいかの串揚げ、沖漬け、軍艦巻き、
　お好み焼き、炊き込みご飯、かき揚げうどん、
　＜新メニュー＞ほたるいかの冷製ジオパスタ　など
◇春を楽しむイベントコーナー
　全日本わんこほたる選手権、餅まき大会、
　ほたるいかのしゃぶしゃぶ　など
◇春を感じる催事コーナー
　漁協直販（塩干魚、焼イカ、活ほたるいか  など）
　海産物、農産物、特産物の販売
　―問合せ―　浜坂観光協会　℡ 82-4580
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税
務
課
か
ら
お
知
ら
せ

固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
期
間
の
お
知
ら
せ

▼
縦
覧
制
度　

自
己
の
所
有
す
る
土
地

や
家
屋
の
評
価
額
を
、
他
の
土
地
や

家
屋
と
比
較
し
て
適
正
か
ど
う
か
を

確
認
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

▼
縦
覧
に
供
す
る
台
帳

　

①
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

　

②
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

▼
縦
覧
期
間

　

４
月
１
日
（
月
）
～
30
日
（
火
）

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
等

の
閉
庁
日
は
除
き
ま
す
。

▼
縦
覧
場
所　

役
場
税
務
課
、
温
泉
総

合
支
所
地
域
振
興
課

▼
縦
覧
さ
れ
る
方
へ
の
お
願
い

◇
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
縦

覧
で
き
る
方
は
、
①
町
内
に
所
在
す

る
土
地
・
家
屋
等
の
固
定
資
産
税
の

納
税
者
、
②
そ
の
同
居
す
る
家
族
、

③
代
理
権
（
委
任
状
が
必
要
）
を
有

す
る
方　

に
限
り
ま
す
。

◇
縦
覧
で
き
る
方
の
確
認
の
た
め
、
納

税
通
知
書
ま
た
は
運
転
免
許
証
等
の

本
人
と
確
認
で
き
る
も
の
を
提
示
い

た
だ
き
ま
す
。

◇
本
人
所
有
の
土
地
や
家
屋
以
外
の
内

容
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
の
た

め
、
詳
細
な
説
明
は
で
き
ま
せ
ん
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
の　
　
　

　

障
害
者
減
免
申
請

　

軽
自
動
車
等
の
税
の
減
免
に
は
、
申

請
が
必
要
で
す
。（
継
続
者
を
含
む
）

▼
対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病

者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方

（
障
が
い
等
に
つ
い
て
一
定
の
要
件

あ
り
）
の
日
常
生
活
に
不
可
欠
な
生

活
手
段
と
な
っ
て
い
る
軽
自
動
車
等

▼
申
請
期
間

　

４
月
１
日
（
月
）
～
23
日
（
火
）

※
期
間
を
過
ぎ
る
と
減
免
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
請
場
所　

役
場
税
務
課
ま
た
は
温

泉
総
合
支
所
地
域
振
興
課 

▼
必
要
な
も
の　

①
印
鑑
、
②
障
害
者

手
帳
、
③
車
検
証
、
④
運
転
免
許
証

▼
注
意
点　

普
通
自
動
車
と
重
複
し
て

の
減
免
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

―
問
合
せ
―　

税
務
課　

課
税
係

　
　

℡
82
‐
３
１
１
３

　

温
泉
総
合
支
所　

地
域
振
興
課

　
　

℡
92
‐
１
１
３
１

下
水
道
使
用
料
の　
　

　
　
　
　
　

減
免
申
請

▼
減
免
対
象
者　

次
の
各
地
域
の
住
宅

の
う
ち
、
住
民
票
が
あ
っ
て
も
進
学

や
単
身
赴
任
、
施
設
入
所
な
ど
で
長

期
に
わ
た
り
不
在
の
方

◇
浜
坂
地
域　

一
般
住
宅

◇
温
泉
地
域　

地
下
水
や
山
水
を
下
水

道
に
排
水
し
て
い
る
一
般
住
宅

▼
必
要
な
も
の　

①
印
鑑
、
②
不
在

者
の
現
住
所
が
書
か
れ
て
い
る
も
の

（
メ
モ
な
ど
）

▼
注
意
点

◇
減
免
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
が
、
４
月
分
使
用
料
か
ら
減
免
を

希
望
の
場
合
は
４
月
30
日
（
火
）
ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
減
免
申
請
は
年
度
ご
と
の
更
新
制
で

す
。
平
成
25
年
度
も
引
き
続
き
減
免

を
希
望
す
る
場
合
は
、
新
た
に
申
請

が
必
要
で
す
。

◇
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
減
免
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
事
前
の
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

上
下
水
道
課　

経
理
係

　

℡
82
‐
３
１
１
４

　地域主権改革一括法の施行に伴い、４月１日から次の事務が兵庫県から移譲され、担当窓口が町に
変更になりますので、お知らせします。

権限移譲により４月から次の担当窓口が県から町に変わります

新温泉町に移譲される事務 ３月までの担当窓口 ４月からの担当窓口
●育成医療　身体障がい児童に対する育成医

療の給付・費用受給

豊岡健康福祉事務所

健康福祉課　福祉係
　℡ 82-5620

●養育医療　2,000 ｇ以下で出生の赤ちゃん
の入院医療費の補助

健康福祉課　国保医療係
　℡ 82-5620

●未熟児訪問指導　2,500 ｇ未満で出生の赤
ちゃんの訪問・指導など

健康福祉課　健康推進係
　℡ 99-2940（すこやか～に）
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平
成
25
年
度
第
１
回　

　

兵
庫
県
警
察
官
募
集

▼
受
付
期
間

◇
郵
送　

３
月
22
日
（
金
）
～

　
　
　
　

４
月
12
日
（
金
）
消
印
有
効

◇
持
参　

３
月
22
日
（
金
）
～

　
　
　
　

４
月
18
日
（
木
）

▼
試
験
日　

５
月
12
日
（
日
）

▼
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

◇
メ
イ
ン　

受
験
資
格
は
「
正
義
感
」

◇
サ
ブ　

熱
い
思
い
さ
え
あ
れ
ば
、
君

は
も
う
警
察
官
だ
！

▼
試
験
区
分

◇
一
般
選
考　

大
卒
、
高
卒
及
び
平
成

26
年
３
月
ま
で
に
大
学
卒
業
見
込
み

の
方

◇
特
別
選
考　

情
報
処
理
、
武
道
（
柔

道
、
剣
道
と
も
二
段
以
上
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ

▪
美
方
警
察
署　

警
務
課

　

℡
82
‐
０
１
１
０

▪
最
寄
り
の

　

交
番
・
駐
在
所

但
馬
ド
ー
ム　
　
　
　
　
　

フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル
青
空
写
真
展

　

フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル
青
空
の
会
員
に
よ

る
作
品
40
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

３
月
30
日
（
土
）
ま
で

▼
と
こ
ろ　

但
馬
ド
ー
ム

　

セ
ン
タ
ー
棟
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
そ
の
他　

セ
ン
タ
ー
棟
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
出
展
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す

（
出
展
費
用
無
料
）。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

但
馬
ド
ー
ム

　

℡
（
０
７
９
６
）
45
‐
１
９
０
０

 

国
民
年
金
相
談
を
行
い
ま
す 

　

日
本
年
金
機
構
豊
岡
年
金
事
務
所
の

職
員
が
年
金
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま

す
。
年
金
加
入
、
保
険
料
の
支
払
い
、

受
給
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
何
で
も
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

３
月
27
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
問
合
せ

▪
日
本
年
金
機
構
豊
岡
年
金
事
務
所　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
０
９
４
５

▪
役
場
健
康
課　

国
保
年
金
係　
　
　

℡
82
‐
５
６
２
２

 

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
ゆ
む
ら 

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
ゆ
む
ら
は
、

春
休
み
期
間
は
休
ま
ず
営
業
し
ま
す
。

「
町
民
優
待
日
」
も
通
常
ど
お
り
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
３
月
22
日
か
ら
営
業

終
了
時
間
を
午
後
８
時
と
し
ま
す
。

※
町
民
優
待
日　

毎
週
金
曜
日
の
入
館

料
：
大
人
２
０
０
円
、
小
中
学
生
・

65
歳
以
上
１
０
０
円
、
３
歳
～
就
学

前
児
50
円（
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、

夏
休
み
、
年
末
年
始
を
除
く
。）

▼
問
合
せ　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
ゆ
む
ら

　

℡
92
‐
２
０
０
２

募　

集

図書館ボランティア
募集しています

　やりがい・生きがいづくり、出会い・ふれあい
の場として図書館ボランティア活動に参加してみ
ませんか。加藤文太郎記念図書館は住民のみなさ
んとともに、より良い図書館づくりをめざしてい
ます。ぜひ、お申し込みください。
◆募集期限　４月 12 日（金）
◆活動内容
　①本に関すること
　　返却本の整理、書架の整頓、
　　資料整理、図書の修繕　など
　②児童への読み聞かせなど
　　読み聞かせ、紙芝居、おはなし　など
　③図書館の美化
　　館内の飾り付け、草取り、花の手入れ　など
　④その他
　　やってみたい活動について相談に応じます。
◆対象者　町内在住で高校生相当の年齢以上の方
◆活動時間　都合のよい時間、少しの時間でも結

構ですのでご参加ください。
◆登録手続　活動を希望される方は登録手続きを

お願いします。（ボランティア保険に加入しま
す。）

◆その他　図書館が主催する研修に参加していた
だきます。

◆申込み・問合せ　加藤文太郎記念図書館
　　　　　　　　　℡ 82-5251
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草刈り機を使用した草刈り・枝きり・蛍光灯電球の交換・網戸、外の窓洗い・網戸、
障子の張り替え・家具の配置換え・台所、換気扇掃除・トイレ・浴室掃除・カビ取り・

簡単な補修仕事・パソコンの設定・文章の打ち込み等、すべて一時間 1,500 円でご利
用いただけます。[ 新温泉町（旧浜坂町）三谷から、お宅までの燃料代　1km × 15 円や、
材料費等は別途金額となります。（軽トラック使用料、草刈り機レンタル料　1 日 3,000 円）] 
　事前予約をお願い致します。まずはお電話下さい。（お見積もり無料）
　お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）生活サポートシステム　担当　熊本、池上
　　　　　　　　　　　　　Tel 　82-2896　　担当者直通電話　080-1908-5829　

　お任せ下さい。安心、安全のサポート！！

買い物、病院等への外出の付き添い・墓掃除・草抜き・

【広告】

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で
は
、
技
術
や
経
験
を
生
か

し
て
、
開
発
途
上
国
の
人
々
と
共
に
生

活
し
、
相
互
理
解
を
図
り
な
が
ら
同
国

の
人
々
の
自
助
努
力
を
促
進
さ
せ
る
形

の
協
力
活
動
を
展
開
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
派
遣
期
間　

１
年
ま
た
は
２
年

▼
応
募
資
格　

次
の
年
齢
で
日
本
国
籍

を
持
つ
方

◇
青
年
海
外
協
力
隊　

20
歳
～
39
歳

◇
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　

40
歳
～
69
歳

▼
募
集
期
間

　

４
月
１
日
（
月
）
～
５
月
13
日
（
月
）

※
応
募
に
関
す
る
説
明
会
を
各
地
で
開

催
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ　

公
益
社
団
法
人　

青
年
海

外
協
力
協
会

　

℡
（
０
６
）
６
３
７
５
‐
２
２
２
４

　

http://w
w

w
.jica.go.jp　

新温泉町立高齢者大学

「宇都野学園」･「とちのみ学園」
― 平成 25 年度　学園生募集 ―

　本町では、高齢者の皆さんが楽しく学びながら、趣味・教
養を高め、生きがいのある生活を創造していただくことを目
的に、町立高齢者大学「宇都野学園」と「とちのみ学園」を
開設しています。
　高齢者大学で学び、仲間とのふれあいを深めてみませんか。
　●学習年限
　　宇都野学園：本科生４年間、大学院生２年間
　　とちのみ学園：２年（３年目以降は研修生）
　●入園資格　満 60 歳以上で町内在住の方
　　※宇都野学園大学院生は同学園本科を修了した方
　●学習内容　一般教養講座・専門講座等
　●申込期限　両学園とも　３月 22 日（金）
　　※詳しい内容は下記までお問い合わせください。
　●問合せ
　　宇都野学園事務局（浜坂公民館内）℡ 82-4339
　　とちのみ学園事務局（温泉公民館内）℡ 92-1870

手
紙
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い　

に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
の
旅

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で
、「
に
っ

ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
（
'13
春
の
旅
）」

が
ス
タ
ー
ト
。
俳
優
の
火
野
正
平
さ
ん

が
４
月
に
、
鹿
児
島
県
を
ス
タ
ー
ト
し

て
山
梨
県
に
向
け
て
旅
を
し
ま
す
。

　

番
組
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
お
手

紙
で
旅
の
ル
ー
ト
を
決
定
す
る
た
め
、

町
内
の
「
忘
れ
ら
れ
な
い
風
景
」
に
ま

つ
わ
る
手
紙
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
手

紙
が
採
用
さ
れ
れ
ば
新
温
泉
町
に
火
野

正
平
さ
ん
が
訪
れ
ま
す
。

▼
兵
庫
県
の
放
送
予
定

　

４
月
29
日
（
月
）
～
５
月
５
日
（
日
）

▼
応
募
期
限　

４
月
12
日
（
金
）
必
着

▼
応
募
方
法

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w.nhk.or.jp/kokorotabi/

◇
郵
便　

〒
１
５
０
‐
８
０
０
１

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
「
こ
こ
ろ
の
旅
」係

※
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
性
別
、

年
齢
、
思
い
出
の
場
所
、
場
所
に
ま

つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
明
記

▼
問
合
せ　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
５
７
０
）
０
６
６
‐
０
６
６

　

ま
た
は
（
０
５
０
）
３
７
８
６
‐
５
０
０
０
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H25（2013）.3.14

編
集

・
発

行
／

新
温

泉
町

役
場

　
　

〒
669-6792　

兵
庫

県
美

方
郡

新
温

泉
町

浜
坂

2673-1	
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.tow

n.shinonsen.hyogo.jp
　

　
　

　
　

　
　（

企
画

課
）　

　
　

tel（
0796）82-3111（

代
）   　

fax（
0796）82-3054　

　
 （携

帯
電

話
版

）　
http://w

w
w

.tow
n.shinonsen.hyogo.jp/ｍ

 　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

※
機

種
に

よ
り

一
部

ご
覧

に
な

れ
な

い
ペ

ー
ジ

が
あ

り
ま

す
。

 広
報

し
ん

お
ん

せ
ん

は
、

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

電
子

メ
ー

ル
     info@

tow
n.shinonsen.lg.jp　

「広報しんおんせん」は、資源保護のため古紙 100％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

うぶごえ

まちのうごき

ご冥福をお祈りします

1 月 16 日～ 2 月 15 日届出分　　（敬称略）
（届出の際に申し出のあった方のみ掲載しています）

住　所 氏　　名 保護者 出生日

国民健康保険税第６期
  納期限４月１日（月）

　最寄りの金融機関で納めましょう。
　口座振替をご利用の方は、残額の確認を
お願いします。　税務課　℡ 82-3113

●まちのうごき●　
　3月1日現在

（　）内は前月比

人　口 16,256 人 （－ 28）

　男 7,729 人 （－ 12）

　女 8,527 人 （－ 16）

世帯数 5,847 世帯 （－   3）

　町民の皆さんに町行政や町議会への関心を
いっそう高めていただくため、町ホームペー
ジで動画の配信を行っています。ホームペー
ジの「ビデオライブラリー」のバナーからご
覧いただけます。　企画課　℡ 82-5624

町ホームページで行政情報と
議会一般質問の動画を配信中


